
(57)【要約】

【課題】簡単な置換ガスの圧力制御により短時間で効率

的に粉粒状物に対するガス置換を行うことができ、また

、自動ラインに組み入れやすい粉粒状物に対するガス置

換方法を提供する。

【解決手段】粉粒状物１を収容した密閉容器２内に置換

ガスを供給して上記密閉容器２内を昇圧し、この昇圧後

に上記置換ガスを密閉容器２外へ放出して脱圧する。し

たがって、密閉容器２内が昇圧される際に、粉粒状物１

全域に置換ガスが侵入し、その後、密閉容器２内が脱圧

されることにより、粉粒状物１内に残留している空気が

放出されて、ガス置換が効果的になされる。上記昇圧と

脱圧によって、粉粒状物１が移動するようなガス流が発

生しないので、粉粒状物１に異常な挙動が発生しない。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 粉 粒 状 物 を 収 容 し た 密 閉 容 器 内 に 置 換 ガ ス を 供 給 し て 上 記 密 閉 容 器 内 を 昇 圧 し 、 こ の 昇
圧 後 に 上 記 置 換 ガ ス を 密 閉 容 器 外 へ 放 出 し て 脱 圧 す る こ と を 特 徴 と す る 粉 粒 状 物 に 対 す る
ガ ス 置 換 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 密 閉 容 器 内 に 置 換 ガ ス を 供 給 す る 箇 所 と 、 密 閉 容 器 内 の 置 換 ガ ス を 放 出 す る 箇 所 と
を 、 上 記 粉 粒 状 物 を 挟 ん で 略 対 向 し た 位 置 関 係 と し た 請 求 項 １ 記 載 の 粉 粒 状 物 に 対 す る ガ
ス 置 換 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 密 閉 容 器 内 に 置 換 ガ ス を 供 給 す る 箇 所 と 、 密 閉 容 器 内 の 置 換 ガ ス を 放 出 す る 箇 所 と
を 、 密 閉 容 器 の 一 側 に 配 置 し た 請 求 項 １ 記 載 の 粉 粒 状 物 に 対 す る ガ ス 置 換 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 昇 圧 と 脱 圧 を 、 所 定 回 数 繰 り 返 す 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 粉 粒 状 物 に
対 す る ガ ス 置 換 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 昇 圧 時 の 密 閉 容 器 内 の 圧 力 は 、 １ Ｍ Ｐ ａ 以 下 で あ る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に
記 載 の 粉 粒 状 物 に 対 す る ガ ス 置 換 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 昇 圧 時 の 密 閉 容 器 内 の 置 換 ガ ス の 圧 力 と 、 上 記 脱 圧 時 の 密 閉 容 器 内 の 置 換 ガ ス の 圧
力 と の 差 は 、 ０ ． ０ ５ Ｍ Ｐ ａ 以 上 で あ る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 粉 粒 状 物 に
対 す る ガ ス 置 換 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 密 閉 容 器 を 複 数 の 工 程 を 順 次 遂 行 す る 回 転 テ ー ブ ル 式 の 移 動 手 段 に 保 持 し 、 上 記 回
転 テ ー ブ ル 式 の 移 動 手 段 で 行 う 工 程 に お い て ガ ス 置 換 す る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か 一 項 に
記 載 の 粉 粒 状 物 に 対 す る ガ ス 置 換 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 食 料 や 薬 剤 等 の 粉 粒 状 物 を 袋 等 の 容 器 に 充 填 す る の に 際 し て 、 上 記 粉 粒 状 物
内 に 残 留 し て い る 空 気 を 不 活 性 ガ ス 等 の 特 定 の ガ ス に 効 率 的 に 置 換 す る 粉 粒 状 物 に 対 す る
ガ ス 置 換 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 各 種 の 物 質 を 特 定 の ガ ス 雰 囲 気 内 に 封 入 す る こ と が 行 わ れ て い る 。 例 え ば 、
食 料 品 や 薬 剤 な ど の 酸 化 劣 化 を 防 止 し て 保 存 す る た め 、 こ れ ら の 物 質 を 袋 詰 す る 際 に 、 袋
内 を 窒 素 ガ ス 等 の 不 活 性 ガ ス 雰 囲 気 と し て 封 入 す る こ と が 行 わ れ て い る 。 こ こ で 、 封 入 す
る 対 象 物 質 が 粉 体 等 の 粉 粒 状 物 で あ る 場 合 、 粉 体 に も と も と 含 ま れ て い る ガ ス を 置 換 ガ ス
に 置 換 す る の が 非 常 に 難 し い と い う 問 題 点 が あ っ た 。 す な わ ち 、 粉 体 の 場 合 は 、 粒 子 が 微
細 で あ る た め 、 粉 体 粒 子 の 周 囲 に 存 在 す る ガ ス が 細 か な 粒 子 の 集 合 体 の 内 部 に 封 入 さ れ た
状 態 と な っ て お り 、 こ れ を 置 換 す る の が 非 常 に 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 す な わ ち 、 粉 体 が 充 填 さ れ た 袋 の 上 部 開 口 付 近 の 空 気 層 は 比 較 的 簡 単 に ガ ス 置 換 さ れ る
も の の 、 袋 の 内 部 や 底 部 近 傍 の 空 気 は ほ と ん ど 置 換 さ れ ず 、 上 部 層 の 残 留 酸 素 濃 度 を ０ ．
５ ％ 以 下 ま で ガ ス 置 換 を 行 っ て 封 止 し た と し て も 、 時 間 が 経 過 す る と 内 部 や 底 部 に 残 留 し
た 酸 素 が 拡 散 し て 袋 内 の 酸 素 濃 度 は ５ ～ １ ０ ％ 程 度 と な っ て し ま い 、 酸 化 劣 化 を 防 止 す る
と い う 目 的 か ら は 不 十 分 な も の で あ っ た 。 ま た 、 粉 体 中 の 酸 素 を 十 分 に 不 活 性 ガ ス 等 に 置
換 す る た め に は 、 不 活 性 ガ ス を 大 流 量 で 供 給 す る 必 要 が あ り 、 粉 体 が 舞 い 上 が っ て 袋 詰 に
支 障 を き た し て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 そ こ で 、 粉 粒 状 物 が 収 容 さ れ た 容 器 内 を 真 空 状 態 と す る 真 空 法 、 上 記 容 器 内 に ノ ズ ル を
介 し て 置 換 ガ ス を 注 入 す る ノ ズ ル 注 入 法 、 粉 粒 状 物 を ス ク リ ュ ー で 撹 拌 し な が ら 置 換 ガ ス
を 流 す ス ク リ ュ ー 撹 拌 法 等 が 提 案 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 公 昭 ５ ７ － ４ ２ ８ ０ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ３ － １ ４ ８ ４ ０ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ４ ６ ７ ０ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 真 空 法 は 、 到 達 真 空 度 に よ り 残 留 酸 素 濃 度 が 決 ま り 、 置 換 速 度 を 速
く す る た め に は 、 真 空 ポ ン プ を 大 型 に し な け れ ば な ら ず 、 設 備 規 模 が 大 き く な り 、 設 備 投
資 額 も 高 額 に な る 。 ま た 、 上 記 ノ ズ ル 注 入 法 は 、 豆 類 の よ う な 対 象 物 に は 適 し て い る が 、
小 麦 粉 の よ う な 粉 体 で は 、 粉 体 が 舞 い 上 が っ て ガ ス 置 換 が で き な い 。 さ ら に 、 上 記 ス ク リ
ュ ー 撹 拌 法 は 、 ス ク リ ュ ー で 撹 拌 し な が ら 置 換 ガ ス を 流 す も の で あ る た め 、 ガ ス 置 換 に 長
時 間 を 要 し 、 設 備 規 模 も 大 き く な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 簡 単 な 置 換 ガ ス の 圧
力 制 御 に よ り 短 時 間 で 効 率 的 に 粉 粒 状 物 に 対 す る ガ ス 置 換 を 行 う こ と が で き 、 ま た 、 自 動
ラ イ ン に 組 み 入 れ や す い 粉 粒 状 物 に 対 す る ガ ス 置 換 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 粉 粒 状 物 に 対 す る ガ ス 置 換 方 法 は 、 粉 粒 状 物 を 収 容
し た 密 閉 容 器 内 に 置 換 ガ ス を 供 給 し て 上 記 密 閉 容 器 内 を 昇 圧 し 、 こ の 昇 圧 後 に 上 記 置 換 ガ
ス を 密 閉 容 器 外 へ 放 出 し て 脱 圧 す る こ と を 要 旨 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の 粉 粒 状 物 に 対 す る ガ ス 置 換 方 法 は 、 上 記 粉 粒 状 物 が 収 容 さ れ た 密 閉
容 器 内 に 置 換 ガ ス が 供 給 さ れ 、 し か も そ の 置 換 ガ ス に よ っ て 密 閉 容 器 内 が 昇 圧 さ れ る の で
、 密 閉 容 器 内 が 昇 圧 さ れ る 過 渡 期 に 密 閉 容 器 内 全 域 へ の 圧 力 伝 播 と と も に 置 換 ガ ス が 粉 粒
状 物 の 隅 々 ま で 侵 入 す る 。 一 方 、 上 記 の よ う に し て 高 圧 と な っ て い る 密 閉 容 器 内 の 置 換 ガ
ス を 外 部 へ 放 出 し て 脱 圧 す る こ と に よ り 、 こ の 放 出 時 に 粉 粒 状 物 内 に 存 在 し て い る 空 気 が
、 同 時 に 放 出 さ れ る 。 し た が っ て 、 密 閉 容 器 内 の 昇 圧 か ら 脱 圧 へ の 圧 力 変 動 に よ り 、 こ の
圧 力 変 動 に 伴 う ガ ス 流 動 が 密 閉 容 器 内 に 得 ら れ 、 上 記 空 気 等 の 残 留 ガ ス が 確 実 に 置 換 さ れ
る 。 と く に 、 密 閉 容 器 内 に 対 す る 昇 圧 と 脱 圧 で あ る か ら 、 置 換 ガ ス が 密 閉 容 器 内 を 通 過 す
る 現 象 で は な く 、 置 換 ガ ス 流 に よ る 動 圧 が 粉 粒 状 物 に 作 用 す る こ と が き わ め て 少 な く な り
、 粉 粒 状 物 が 舞 い 上 が る よ う な こ と が 防 止 で き 、 粉 粒 状 物 を 略 静 的 な 状 態 に し た ま ま ガ ス
置 換 が で き る 。 さ ら に 、 置 換 ガ ス の 昇 圧 と 脱 圧 の 制 御 で あ る か ら 、 制 御 が 簡 素 化 さ れ 、 操
業 の 行 い や す い 生 産 工 程 が 実 現 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 方 法 を 実 施 す る に 際 し て の 主 な 設 備 構 造 と し て は 、 置 換 ガ ス を 密 閉 容
器 内 に 供 給 す る た め の ガ ス 供 給 設 備 と 、 ガ ス の 供 給 流 を 断 続 す る 開 閉 弁 と 、 上 記 放 出 ガ ス
流 を 断 続 す る 開 閉 弁 と 、 上 記 ガ ス 供 給 設 備 や 開 閉 弁 を 動 作 さ せ る 制 御 装 置 と に よ っ て 構 成
す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 設 備 構 造 は 、 汎 用 性 の あ る ユ ニ ッ ト 等 を 利 用 し て 形 成 で き
る の で 、 設 備 構 造 が 簡 素 化 で き 、 設 備 費 用 の 低 減 に も 有 効 で あ る 。 同 時 に 、 簡 素 化 さ れ た
設 備 に よ り 、 メ ン テ ナ ン ス 周 期 も 長 期 化 し 、 信 頼 性 の 高 い 設 備 稼 動 が 実 現 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 の よ う に し て 、 前 述 の 真 空 法 ， ノ ズ ル 注 入 法 お よ び ス ク リ ュ ー 撹 拌 法 等 に お け る 問
題 点 が 解 消 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 粉 粒 状 物 に 対 す る ガ ス 置 換 方 法 に お い て 、 上 記 密 閉 容 器 内 に 置 換 ガ ス を 供 給 す
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る 箇 所 と 、 密 閉 容 器 内 の 置 換 ガ ス を 放 出 す る 箇 所 と を 、 上 記 粉 粒 状 物 を 挟 ん で 略 対 向 し た
位 置 関 係 と し た 場 合 に は 、 粉 粒 状 物 内 に 導 入 さ れ た 置 換 ガ ス が 昇 圧 時 に 粉 粒 状 物 内 に 侵 入
し て 行 く 方 向 と 、 脱 圧 時 に 空 気 や 置 換 ガ ス が 放 出 さ れ て 行 く 方 向 と が 同 一 方 向 と な る 。 し
た が っ て 、 上 記 供 給 箇 所 側 か ら 放 出 箇 所 側 に 向 っ て 一 方 向 の 方 向 性 の あ る 置 換 流 動 状 態 が
形 成 さ れ 、 粉 粒 状 物 内 に 残 留 し て い る 空 気 が 効 率 的 に 排 出 さ れ 、 確 実 な ガ ス 置 換 が 得 ら れ
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 粉 粒 状 物 に 対 す る ガ ス 置 換 方 法 に お い て 、 上 記 密 閉 容 器 内 に 置 換 ガ ス を 供 給 す
る 箇 所 と 、 密 閉 容 器 内 の 置 換 ガ ス を 放 出 す る 箇 所 と を 、 密 閉 容 器 の 一 側 に 配 置 し た 場 合 に
は 、 密 閉 容 器 の 一 側 か ら 置 換 ガ ス の 供 給 と 放 出 が 行 え る の で 、 ガ ス 置 換 装 置 の 配 管 が 行 い
や す く な り 、 装 置 の 簡 素 化 が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 粉 粒 状 物 に 対 す る ガ ス 置 換 方 法 に お い て 、 上 記 昇 圧 と 脱 圧 を 、 所 定 回 数 繰 り 返
す 場 合 に は 、 昇 圧 と 脱 圧 を 反 復 す る こ と に よ り 、 残 留 空 気 の 濃 度 を 一 層 低 減 さ せ る こ と が
で き て 、 置 換 ガ ス の 充 満 性 が 一 層 高 く な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 粉 粒 状 物 に 対 す る ガ ス 置 換 方 法 に お い て 、 上 記 昇 圧 時 の 密 閉 容 器 内 の 圧 力 が 、
１ Ｍ Ｐ ａ 以 下 で あ る 場 合 に は 、 大 掛 か り な 圧 力 発 生 装 置 を 用 い る こ と な く 、 安 価 な 装 置 で
効 率 的 に ガ ス 置 換 を 行 う こ と が で き る 。 す な わ ち 、 １ Ｍ Ｐ ａ を 超 え る 圧 力 で は そ れ に 耐 え
る 高 圧 ガ ス 施 設 と す る 必 要 が あ り 、 い ず れ に し て も 設 備 コ ス ト や メ ン テ ナ ン ス コ ス ト が 大
幅 ア ッ プ と な っ て し ま う が 、 上 記 圧 力 範 囲 内 で 昇 圧 を さ せ る こ と に よ り 、 安 価 な 装 置 で 効
率 的 に ガ ス 置 換 を 行 う こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 粉 粒 状 物 に 対 す る ガ ス 置 換 方 法 に お い て 、 上 記 昇 圧 時 の 密 閉 容 器 内 の 置 換 ガ ス
の 圧 力 と 、 上 記 脱 圧 時 の 密 閉 容 器 内 の 置 換 ガ ス の 圧 力 と の 差 が 、 ０ ． ０ ５ Ｍ Ｐ ａ 以 上 で あ
る 場 合 に は 、 昇 圧 時 に お け る 置 換 ガ ス の 粉 粒 状 物 内 へ の 侵 入 と 、 脱 圧 時 に お け る 置 換 ガ ス
の 粉 粒 状 物 外 へ の 排 出 と が 確 実 に 行 わ れ 、 短 時 間 で 効 率 的 な ガ ス 置 換 を 行 う こ と が で き る
。 さ ら に 、 大 掛 か り な 圧 力 発 生 装 置 を 用 い る こ と な く 、 安 価 な 装 置 で 効 率 的 に ガ ス 置 換 を
行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 粉 粒 状 物 に 対 す る ガ ス 置 換 方 法 に お い て 、 上 記 密 閉 容 器 を 複 数 の 工 程 を 順 次 遂
行 す る 回 転 テ ー ブ ル 式 の 移 動 手 段 に 保 持 し 、 上 記 回 転 テ ー ブ ル 式 の 移 動 手 段 で 行 う 工 程 に
お い て ガ ス 置 換 す る 場 合 に は 、 回 転 テ ー ブ ル 式 で あ る こ と に よ り 、 例 え ば 、 袋 の 供 給 工 程
， 粉 体 の 充 填 工 程 ， ガ ス 置 換 工 程 ， シ ー リ ン グ 工 程 等 の 一 連 の 工 程 を 連 続 的 に 行 う 自 動 ラ
イ ン に お い て 、 確 実 な ガ ス 置 換 を 行 う こ と が で き 、 装 置 自 体 が 簡 素 化 し メ ン テ ナ ン ス 周 期
も 長 期 化 す る こ と が で き る 。 ま た 、 回 転 テ ー ブ ル 式 の 移 動 手 段 の 中 に 、 昇 圧 と 脱 圧 に よ る
ガ ス 置 換 工 程 が 組 み 込 ま れ て い る の で 、 ガ ス 置 換 に 要 す る 時 間 が 短 く て 済 み 、 製 造 タ ク ト
タ イ ム の 延 長 も 防 止 さ れ 、 生 産 性 を 低 下 さ せ る こ と が な い た め 、 効 果 的 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 つ ぎ に 、 本 発 明 の 粉 粒 状 物 に 対 す る ガ ス 置 換 方 法 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 説 明 す
る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 粉 粒 状 物 に 対 す る ガ ス 置 換 方 法 を 実 施 す る た め の 装 置 を 示 す シ ス テ ム
図 と 部 分 的 な 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 例 で 取 扱 わ れ る 粉 粒 状 物 は 、 小 麦 粉 １ で あ る 。 そ し
て 、 同 図 （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 上 記 小 麦 粉 １ を 収 容 す る 密 閉 容 器 ２ は 、 円 筒 状 の 形 状 と さ
れ 、 上 蓋 ３ と 下 蓋 ４ を 上 下 に 嵌 合 す る こ と に よ り 、 密 閉 容 器 と し て の 構 造 が 形 成 さ れ て い
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る 。 上 記 上 蓋 ３ に は 薄 板 状 の フ ィ ル タ ５ を 取 り 付 け る こ と に よ り 拡 散 室 ６ が 設 け ら れ て い
る 。 同 様 の 構 造 に よ り 、 下 蓋 ４ に も フ ィ ル タ ７ を 取 り 付 け る こ と に よ り 拡 散 室 ８ が 設 け ら
れ て い る 。 な お 、 フ ィ ル タ ５ ， ７ は 、 小 麦 粉 １ の 通 過 を 阻 止 で き る メ ッ シ ュ の 小 さ な 合 成
樹 脂 製 網 で 形 成 さ れ て い る 。 こ の 合 成 樹 脂 と し て は ポ リ ア ミ ド 樹 脂 が 使 用 さ れ て い る 。 し
か し 、 他 の フ ィ ル タ 材 を 用 い て も よ い 。 ま た 、 密 閉 容 器 ２ 内 に は 、 ２ ５ ０ ｇ の 小 麦 粉 １ が
充 填 さ れ 、 こ の 充 填 量 は 密 閉 容 器 ２ の 容 量 の 約 ７ ０ ％ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 拡 散 室 ３ に は 、 不 活 性 ガ ス で あ る 窒 素 ガ ス を 密 閉 容 器 ２ 内 に 供 給 す る 供 給 管 ９ が 接
続 さ れ て い る 。 同 様 の 構 造 に よ り 、 拡 散 室 ８ に も 放 出 管 １ ０ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 上 記 窒 素 ガ ス は 、 ガ ス 供 給 設 備 １ １ か ら 圧 送 さ れ る 。 こ の 例
で は 、 ガ ス 供 給 設 備 １ １ は 上 記 供 給 管 ９ が 接 続 さ れ た 窒 素 ガ ス ボ ン ベ １ ２ で 構 成 さ れ て い
る 。 供 給 管 ９ に は 、 圧 力 調 整 器 １ ３ が 配 置 さ れ 、 さ ら に そ の 後 流 側 に 電 動 式 の 入 口 開 閉 弁
１ ４ が 配 置 さ れ て い る 。 上 記 圧 力 調 整 器 １ ３ に よ っ て 、 密 閉 容 器 ２ 内 の 昇 圧 値 が 設 定 さ れ
る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 上 記 入 口 開 閉 弁 １ ４ の 後 流 側 に 圧 力 計 １ ５ が 取 り 付 け ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 方 、 上 記 放 出 管 １ ０ に は 、 開 閉 式 と さ れ た サ ン プ ル ガ ス の 抽 出 口 １ ６ が 配 置 さ れ 、 そ
の 後 流 側 に 電 動 式 の 出 口 開 閉 弁 １ ７ が 設 け ら れ 、 そ の 後 流 側 の 放 出 管 １ ０ は 、 大 気 に 開 放
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 入 口 開 閉 弁 １ ４ が 開 い て い る と き に は 、 出 口 開 閉 弁 １ ７ は 閉 じ て い る 。 逆 に 、 入 口
開 閉 弁 １ ４ が 閉 じ て い る と き に は 、 出 口 開 閉 弁 １ ７ は 開 い て い る 。 こ の よ う な 両 開 閉 弁 １
４ ， １ ７ の 交 互 開 閉 や 開 閉 時 間 を 設 定 し 開 閉 動 作 を 行 う た め に 、 制 御 装 置 １ ８ が 設 け ら れ
て い る 。 こ の 制 御 装 置 １ ８ は 、 両 開 閉 弁 １ ４ ， １ ７ に 動 作 信 号 を 供 給 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 入 口 開 閉 弁 １ ４ を 開 い て 窒 素 ガ ス が 密 閉 容 器 ２ へ 供 給 さ れ る と き に は 、 上 記 圧 力 調
整 器 １ ３ で 窒 素 ガ ス の 圧 力 が 高 圧 に 設 定 さ れ 、 こ の 高 圧 の 窒 素 ガ ス が 密 閉 容 器 ２ 内 に 供 給
さ れ 、 そ れ に よ っ て 密 閉 容 器 ２ 内 が 昇 圧 さ れ る 。 こ の 昇 圧 さ れ た 窒 素 ガ ス が 密 閉 容 器 ２ 内
に 供 給 さ れ る と 、 窒 素 ガ ス の 圧 力 伝 播 と と も に 窒 素 ガ ス が 小 麦 粉 １ の 隅 々 ま で 侵 入 す る 。
そ の 後 、 入 口 開 閉 弁 １ ４ を 閉 じ て か ら 出 口 開 閉 弁 １ ７ を 開 く と 、 高 圧 と な っ て い る 密 閉 容
器 ２ 内 の 窒 素 ガ ス は 放 出 管 １ ０ を 経 て 外 部 へ 放 出 さ れ て 、 密 閉 容 器 ２ 内 が 脱 圧 さ れ る 。 こ
の 放 出 時 す な わ ち 脱 圧 時 に 、 小 麦 粉 １ 内 に 存 在 し て い る 空 気 が 、 同 時 に 放 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 上 記 の 窒 素 ガ ス の 供 給 に お い て 、 供 給 管 ９ か ら 拡 散 室 ６ 内 に 流 入 し た 窒 素 ガ ス は
、 拡 散 室 ６ の 全 体 に 広 が り フ ィ ル タ ５ の 全 域 を 均 一 に 通 過 す る 。 し た が っ て 、 小 麦 粉 １ に
対 す る 窒 素 ガ ス の 圧 力 伝 播 な い し は 小 麦 粉 １ 内 へ の 侵 入 が 、 小 麦 粉 １ の 特 定 の 箇 所 に 片 寄
る こ と な く 、 小 麦 粉 １ 全 体 に 対 し て 良 好 に な さ れ る 。 ま た 、 脱 圧 時 の ガ ス 放 出 に お い て は
、 放 出 側 の 拡 散 室 ８ を 経 て 放 出 管 １ ０ に 流 出 す る の で 、 小 麦 粉 １ 内 に 残 留 し て い る 空 気 を
小 麦 粉 １ の 全 域 か ら 均 一 に 放 出 す る こ と が で き る 。 上 記 の よ う に 、 流 入 側 と 流 出 側 に そ れ
ぞ れ 拡 散 室 ６ ， ８ が 配 置 さ れ て い る の で 、 小 麦 粉 １ 内 を 通 過 す る 空 気 や 窒 素 ガ ス に 片 寄 っ
た 流 れ や 乱 流 が 発 生 す る こ と が な く 、 良 好 な ガ ス 置 換 が な さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 つ ぎ に 、 図 １ に 示 し た シ ス テ ム に よ る 実 験 結 果 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ お よ び 図 ４ は 、 小 麦 粉 １ の 充 填 量 を ２ ５ ０ ｇ と し 、 上 記 の 昇 圧 時 の 窒 素 ガ ス の 圧 力
を ０ ． １ Ｍ Ｐ ａ ， ０ ． ２ Ｍ Ｐ ａ ， ０ ． ３ Ｍ Ｐ ａ の ３ 圧 力 と し た 場 合 、 パ ー ジ 回 数 （ 昇 圧 ・
脱 圧 の 回 数 ） と 抽 出 口 １ ６ か ら サ ン プ リ ン グ し た ガ ス 中 の 酸 素 濃 度 と の 関 係 を 示 し て い る
。 す な わ ち 、 窒 素 ガ ス の 昇 圧 値 が ０ ． １ Ｍ Ｐ ａ で パ ー ジ 回 数 を ５ 回 行 っ た 場 合 は 、 パ ー ジ
回 数 ゼ ロ 時 の ２ ０ ％ 酸 素 濃 度 が ０ ． １ ７ ％ に 減 少 し て い る こ と が 認 め ら れ た 。 ま た 、 ５ 回
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の パ ー ジ 後 に 密 閉 容 器 ２ を 振 っ て 小 麦 粉 １ を 振 り 混 ぜ る と 、 酸 素 濃 度 が ０ ． ０ ７ ％ に 低 減
し て い る こ と が 認 め ら れ た 。 こ の 振 り 混 ぜ に よ り 、 酸 素 濃 度 の 増 加 が 認 め ら れ な い の で 、
小 麦 粉 １ の 内 部 は 、 全 域 に わ た っ て 均 一 に ガ ス 置 換 が な さ れ て い る こ と が 明 ら か に な っ た
。 ま た 、 こ の 振 り 混 ぜ に よ る 酸 素 濃 度 の 低 減 は 、 密 閉 容 器 ２ 内 の 空 間 部 に 存 在 し て い る 窒
素 ガ ス が 振 り 混 ぜ 時 に 小 麦 粉 １ 内 に 均 一 に 侵 入 し た こ と に よ る も の と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 窒 素 ガ ス の 昇 圧 値 を ０ ． ２ Ｍ Ｐ ａ お よ び ０ ． ３ Ｍ Ｐ ａ に 上 昇 さ せ る と 、 パ ー ジ 回
数 が ３ 回 で あ っ て も 、 酸 素 濃 度 が ０ ． ３ ２ ％ お よ び ０ ． １ ％ で あ り 、 十 分 に ガ ス 置 換 が な
さ れ て い る こ と が 認 め ら れ た 。 こ の よ う に 窒 素 ガ ス の 昇 圧 値 を 高 め て 行 く と 、 小 麦 粉 １ 内
へ の 窒 素 ガ ス の 侵 入 量 が 増 量 さ れ て 、 ガ ス 置 換 性 が 向 上 す る こ と が 認 め ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 の よ う に 、 い ず れ の 実 験 例 に お い て も 残 留 酸 素 濃 度 が ０ ． ５ ％ を 大 幅 に 下 回 る 結 果
が 得 ら れ 、 小 麦 粉 １ に 酸 化 劣 化 等 の 品 質 異 常 を 来 さ な い 十 分 な 窒 素 ガ ス の 置 換 が な さ れ る
こ と が 判 明 し た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ２ は 、 密 閉 容 器 ２ 内 に ４ ０ ０ ｇ の 小 麦 粉 を 充 填 し て 密 閉 容 器 ２ を 満 タ ン 状 態 に し た 場
合 の シ ス テ ム 図 で あ る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 ４ ０ ０ ｇ 充 填 量 で ０ ． １ Ｍ Ｐ ａ の 窒 素 ガ ス 昇
圧 値 の 場 合 に お い て も 、 ４ 回 目 の パ ー ジ 回 数 の 段 階 で す で に 酸 素 濃 度 ０ ． ５ ％ を 大 幅 に 下
回 る ０ ． ３ ５ ％ の 値 を 得 る こ と が で き 、 ２ ５ ０ ｇ 充 填 の 場 合 と 同 様 な 結 果 が 得 ら れ た 。 ま
た 、 図 ５ は 、 小 麦 粉 １ の 充 填 量 の 影 響 を 示 す 線 図 で あ り 、 ２ ５ ０ ｇ と ４ ０ ０ ｇ の い ず れ に
お い て も 、 ４ 回 目 の パ ー ジ 回 数 の 段 階 で 良 好 な 酸 素 濃 度 と な っ て い る こ と が 認 め ら れ た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ６ は 、 比 較 実 験 例 を 示 す デ ー タ で あ る 。 小 麦 粉 １ の 充 填 量 は ２ ５ ０ ｇ 、 窒 素 ガ ス の 昇
圧 値 は ０ ． ０ ２ Ｍ Ｐ ａ と し 、 パ ー ジ 回 数 ５ 回 毎 に 抽 出 口 １ ６ か ら ガ ス サ ン プ リ ン グ を 行 い
酸 素 濃 度 を 測 定 し た 。 そ の 結 果 、 パ ー ジ 回 数 が ２ ５ 回 に 及 ん で も 酸 素 濃 度 は ０ ． ６ ６ ％ で
あ り 、 上 記 の よ う に ０ ． ５ ％ を 下 回 る こ と が で き な か っ た 。 こ の よ う に 窒 素 ガ ス の 昇 圧 値
が ０ ． ０ ２ Ｍ Ｐ ａ の よ う に 低 く て 、 密 閉 容 器 ２ 内 に お け る 昇 圧 時 と 脱 圧 時 の 圧 力 差 が 小 さ
い 場 合 に は 、 十 分 な 置 換 効 果 が 得 ら れ な い こ と が 明 ら か と な っ た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 昇 圧 時 の 密 閉 容 器 ２ 内 の 圧 力 は 、 １ Ｍ Ｐ ａ ～ ０ ． ０ ５ Ｍ Ｐ ａ の 範 囲 内 に 設 定 す る こ と が
好 ま し く 、 よ り 好 ま し く は ０ ． ８ Ｍ Ｐ ａ ～ ０ ． ０ ７ Ｍ Ｐ ａ で あ る 。 さ ら に 、 よ り 好 ま し い
の は 、 ０ ． ６ Ｍ Ｐ ａ ～ ０ ． ０ ９ Ｍ Ｐ ａ で あ り 、 最 も 好 ま し い の は ０ ． ４ Ｍ Ｐ ａ ～ ０ ． １ Ｍ
Ｐ ａ で あ る 。 こ の よ う に す る こ と に よ り 、 上 記 の よ う に 良 好 な ガ ス 置 換 が 行 え る 。 そ し て
、 大 掛 か り な 圧 力 発 生 装 置 を 用 い る こ と な く 、 安 価 な 装 置 で 効 率 的 に ガ ス 置 換 を 行 う こ と
が で き る 。 す な わ ち 、 １ Ｍ Ｐ ａ を 超 え る 圧 力 で は そ れ に 耐 え る 高 圧 ガ ス 施 設 と す る 必 要 が
あ り 、 い ず れ に し て も 設 備 コ ス ト や メ ン テ ナ ン ス コ ス ト が 大 幅 ア ッ プ と な っ て し ま う が 、
上 記 圧 力 範 囲 内 で 昇 圧 値 を 設 定 す る こ と に よ り 、 安 価 な 装 置 で 効 率 的 に ガ ス 置 換 を 行 う こ
と が で き る よ う に な る の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 昇 圧 時 の 密 閉 容 器 ２ 内 の 置 換 ガ ス の 圧 力 と 、 上 記 脱 圧 時 の 密 閉 容 器 ２ 内 の 置 換 ガ
ス の 圧 力 と の 差 は 、 ０ ． ０ ５ Ｍ Ｐ ａ 以 上 に 設 定 す る の が 好 ま し く 、 よ り 好 ま し く は ０ ． ０
７ Ｍ Ｐ ａ 以 上 で あ る 。 最 も 好 ま し い の は 、 ０ ． ０ ９ Ｍ Ｐ ａ 以 上 で あ る 。 上 記 の 圧 力 差 ０ ．
０ ５ Ｍ Ｐ ａ 以 上 は 、 大 気 圧 （ ０ Ｍ Ｐ ａ ） ～ ＋ １ Ｍ Ｐ ａ の 圧 力 範 囲 内 に お い て 付 与 さ れ る 。
一 方 、 圧 力 差 ０ ． ０ ５ Ｍ Ｐ ａ 以 上 を 負 圧 寄 り の 状 態 で 付 与 す る 場 合 は 、 － ０ ． １ Ｍ Ｐ ａ ～
大 気 圧 （ ０ Ｍ Ｐ ａ ） の 圧 力 範 囲 内 に お い て 付 与 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 記 実 施 例 の 作 用 効 果 を 列 記 す る と 、 つ ぎ の と お り で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 記 小 麦 粉 １ が 収 容 さ れ た 密 閉 容 器 ２ 内 に 置 換 ガ ス が 供 給 さ れ 、 し か も そ の 置 換 ガ ス に
よ っ て 密 閉 容 器 ２ 内 が 昇 圧 さ れ る の で 、 密 閉 容 器 ２ 内 が 昇 圧 さ れ る 過 渡 期 に 密 閉 容 器 ２ 内
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全 域 へ の 圧 力 伝 播 と と も に 置 換 ガ ス が 小 麦 粉 １ の 隅 々 ま で 侵 入 す る 。 一 方 、 上 記 の よ う に
し て 高 圧 と な っ て い る 密 閉 容 器 ２ 内 の 置 換 ガ ス を 外 部 へ 放 出 し て 脱 圧 す る こ と に よ り 、 こ
の 放 出 時 に 小 麦 粉 １ 内 に 存 在 し て い る 空 気 が 、 同 時 に 放 出 さ れ る 。 し た が っ て 、 密 閉 容 器
２ 内 の 昇 圧 か ら 脱 圧 へ の 圧 力 変 動 に よ り 、 こ の 圧 力 変 動 に 伴 う ガ ス 流 動 が 密 閉 容 器 ２ 内 に
得 ら れ 、 上 記 空 気 等 の 残 留 ガ ス が 確 実 に 置 換 さ れ る 。 と く に 、 密 閉 容 器 ２ 内 に 対 す る 昇 圧
と 脱 圧 で あ る か ら 、 置 換 ガ ス が 密 閉 容 器 ２ 内 を 通 過 す る 現 象 で は な く 、 置 換 ガ ス 流 に よ る
動 圧 が 小 麦 粉 １ に 作 用 す る こ と が き わ め て 少 な く な り 、 小 麦 粉 １ が 舞 い 上 が る よ う な こ と
が 防 止 で き 、 小 麦 粉 １ を 略 静 的 な 状 態 に し た ま ま ガ ス 置 換 が で き る 。 さ ら に 、 置 換 ガ ス の
昇 圧 と 脱 圧 の 制 御 で あ る か ら 、 制 御 が 簡 素 化 さ れ 、 操 業 の 行 い や す い 生 産 工 程 が 実 現 す る
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 方 法 を 実 施 す る に 際 し て の 主 な 設 備 構 造 と し て は 、 置 換 ガ ス を 密 閉 容
器 ２ 内 に 供 給 す る た め の ガ ス 供 給 設 備 １ １ と 、 ガ ス の 供 給 流 を 断 続 す る 入 口 開 閉 弁 １ ４ と
、 上 記 放 出 ガ ス 流 を 断 続 す る 出 口 開 閉 弁 １ ７ と 、 上 記 ガ ス 供 給 設 備 １ １ や 開 閉 弁 １ ４ ， １
７ を 動 作 さ せ る 制 御 装 置 １ ８ と に よ っ て 構 成 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 設 備 構 造 は 、
汎 用 性 の あ る ユ ニ ッ ト 等 を 利 用 し て 形 成 で き る の で 、 設 備 構 造 が 簡 素 化 で き 、 設 備 費 用 の
低 減 に も 有 効 で あ る 。 同 時 に 、 簡 素 化 さ れ た 設 備 に よ り 、 メ ン テ ナ ン ス 周 期 も 長 期 化 し 、
信 頼 性 の 高 い 設 備 稼 動 が 実 現 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 の よ う に し て 、 前 述 の 真 空 法 ， ノ ズ ル 注 入 法 お よ び ス ク リ ュ ー 撹 拌 法 等 に お け る 問
題 点 が 解 消 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 記 密 閉 容 器 ２ 内 に 置 換 ガ ス を 供 給 す る 供 給 管 ９ と 、 密 閉 容 器 ２ 内 の 置 換 ガ ス を 放 出 す
る 放 出 管 １ ０ と を 、 上 記 小 麦 粉 １ を 挟 ん で 略 対 向 し た 位 置 関 係 と す る こ と に よ り 、 小 麦 粉
１ 内 に 導 入 さ れ た 置 換 ガ ス が 昇 圧 時 に 小 麦 粉 １ 内 に 侵 入 し て 行 く 方 向 と 、 脱 圧 時 に 空 気 や
置 換 ガ ス が 放 出 さ れ て 行 く 方 向 と が 同 一 方 向 と な る 。 し た が っ て 、 上 記 供 給 管 ９ 側 か ら 放
出 管 １ ０ 側 に 向 っ て 一 方 向 の 方 向 性 の あ る 置 換 流 動 状 態 が 形 成 さ れ 、 小 麦 粉 １ 内 に 残 留 し
て い る 空 気 が 効 率 的 に 排 出 さ れ 、 確 実 な ガ ス 置 換 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 記 昇 圧 と 脱 圧 を 、 所 定 回 数 繰 り 返 す こ と に よ り 、 残 留 空 気 の 濃 度 を 一 層 低 減 さ せ る こ
と が で き て 、 置 換 ガ ス の 充 満 性 が 一 層 高 く な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 記 昇 圧 時 の 密 閉 容 器 ２ 内 の 圧 力 が 、 １ Ｍ Ｐ ａ 以 下 で あ る こ と に よ り 、 大 掛 か り な 圧 力
発 生 装 置 を 用 い る こ と な く 、 安 価 な 装 置 で 効 率 的 に ガ ス 置 換 を 行 う こ と が で き る 。 す な わ
ち 、 １ Ｍ Ｐ ａ を 超 え る 圧 力 で は そ れ に 耐 え る 高 圧 ガ ス 施 設 と す る 必 要 が あ り 、 い ず れ に し
て も 設 備 コ ス ト や メ ン テ ナ ン ス コ ス ト が 大 幅 ア ッ プ と な っ て し ま う が 、 上 記 圧 力 範 囲 内 で
昇 圧 を さ せ る こ と に よ り 、 安 価 な 装 置 で 効 率 的 に ガ ス 置 換 を 行 う こ と が で き る よ う に な る
の で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 上 記 昇 圧 時 の 密 閉 容 器 ２ 内 の 置 換 ガ ス の 圧 力 と 、 上 記 脱 圧 時 の 密 閉 容 器 ２ 内 の 置 換 ガ ス
の 圧 力 と の 差 が 、 ０ ． ０ ５ Ｍ Ｐ ａ 以 上 で あ る か ら 、 昇 圧 時 に お け る 置 換 ガ ス の 小 麦 粉 １ 内
へ の 侵 入 と 、 脱 圧 時 に お け る 置 換 ガ ス の 小 麦 粉 １ 外 へ の 排 出 と が 確 実 に 行 わ れ 、 短 時 間 で
効 率 的 な ガ ス 置 換 を 行 う こ と が で き る 。 さ ら に 、 大 掛 か り な 圧 力 発 生 装 置 を 用 い る こ と な
く 、 安 価 な 装 置 で 効 率 的 に ガ ス 置 換 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 さ ら に 、 何 等 か の 原 因 で 小 麦 粉 １ が 片 寄 っ た 箇 所 に 固 ま っ た 場 合 に は 、 ガ ス 流 を 逆 に し
て 、 固 ま り を 砕 く こ と も 可 能 で あ る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ７ ， 図 ８ お よ び 図 ９ は 、 本 発 明 の 粉 粒 状 物 に 対 す る ガ ス 置 換 方 法 の 第 ２ の 実 施 例 を 示
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す も の で 、 各 図 は 本 発 明 の 方 法 を 実 施 す る ガ ス 置 換 装 置 の 構 造 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ７ は 概 念 的 な 分 解 斜 視 図 、 図 ８ は 装 置 の 動 作 順 序 を 示 す 断 面 図 、 図 ９ は 小 麦 粉 の 袋 を
封 止 す る 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 小 麦 粉 １ の 量 を 計 量 す る 計 量 円 盤 １ ９ に は 、 複 数 の 計
量 穴 ２ ０ が 同 心 円 状 に 設 け ら れ て い る 。 上 記 計 量 円 盤 １ ９ の 中 心 に は 、 回 転 軸 ２ １ が 取 り
付 け ら れ 、 こ の 回 転 軸 ２ １ は 、 ガ ス 置 換 装 置 の 静 止 部 材 に 設 け た 軸 受 （ 図 示 し て い な い ）
に 支 持 さ れ て い る 。 ま た 、 駆 動 装 置 （ 図 示 し て い な い ） に よ っ て 計 量 円 盤 １ ９ が 回 転 す る
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 計 量 円 盤 １ ９ の 上 面 に 摺 動 し な が ら 回 転 す る 入 口 側 回 転 板 ２ ２ と 、 計 量 円 盤 １ ９ の 下 面
に 摺 動 し な が ら 回 転 す る 出 口 側 回 転 板 ２ ３ と が 、 計 量 円 盤 １ ９ を 挟 ん だ 位 置 関 係 で 配 置 さ
れ て い る 。 両 回 転 板 ２ ２ ， ２ ３ の 回 転 軸 ２ ４ ， ２ ５ は 同 軸 の 状 態 と さ れ 、 し か も 計 量 円 盤
１ ９ の 回 転 軸 ２ １ と 平 行 に な っ て い る 。 ま た 、 両 回 転 軸 ２ ４ ， ２ ５ は 、 別 々 の 駆 動 装 置 （
図 示 し て い な い ） に よ っ て 駆 動 さ れ 、 異 な っ た 回 転 動 作 を す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 上 記 入 口 側 回 転 板 ２ ２ に は 、 小 麦 粉 １ の 入 口 穴 ２ ６ と 窒 素 ガ ス の 供 給 穴 ２ ７ が １ ８ ０ 度
間 隔 で 設 け ら れ て い る 。 上 記 供 給 穴 ２ ７ の 下 部 に フ ィ ル タ ２ ８ が 取 り 付 け て あ る 。 一 方 、
出 口 側 回 転 板 ２ ３ に は 、 小 麦 粉 １ の 出 口 穴 ２ ９ と 窒 素 ガ ス の 放 出 穴 ３ ０ が １ ８ ０ 度 間 隔 で
設 け ら れ て い る 。 上 記 放 出 穴 ３ ０ の 上 部 に フ ィ ル タ ３ １ が 取 り 付 け て あ る 。 ま た 、 小 麦 粉
１ の 供 給 管 ３ ２ が 入 口 穴 ２ ６ の 上 方 に 位 置 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ８ （ Ａ ） は 、 入 口 側 回 転 板 ２ ２ と 出 口 側 回 転 板 ２ ３ の 回 転 停 止 位 置 が 所 定 の 位 置 に 設
定 さ れ 、 そ れ に よ っ て 、 入 口 穴 ２ ６ ， 計 量 穴 ２ ０ ， 放 出 穴 ３ ０ が 一 直 線 上 に 配 列 さ れ た 状
態 を 示 し て い る 。 他 方 、 こ の 状 態 に お い て は 、 入 口 側 回 転 板 ２ ２ の 供 給 穴 ２ ７ と 出 口 側 回
転 板 ２ ３ の 出 口 穴 ２ ９ が 一 直 線 上 に 配 列 さ れ て い る 。 図 ８ （ Ａ ） は 、 供 給 管 ３ ２ か ら 計 量
穴 ２ ０ 内 に 小 麦 粉 １ が 供 給 さ れ た 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 上 記 （ Ａ ） の 状 態 か ら 入 口 側 回 転 板 ２ ２ だ け が 回 転 し て 所 定 位 置 に 停 止 し た 状 態 が （ Ｂ
） に 示 さ れ て い る 。 こ の 状 態 で は 、 計 量 穴 ２ ０ に フ ィ ル タ ２ ８ が 合 致 し て 、 小 麦 粉 １ は 上
記 の 密 閉 容 器 ２ 内 に 収 容 さ れ た 状 態 と 同 じ 状 態 に な っ て い る 。 こ の 状 態 に お け る 供 給 穴 ２
７ と 放 出 穴 ３ ０ に 対 し て 、 供 給 管 ９ の 接 手 部 材 ３ ３ と 放 出 管 １ ０ の 接 手 部 材 ３ ４ が 気 密 を
保 っ た 状 態 で 密 着 す る 。 そ の 後 、 窒 素 ガ ス の 昇 圧 と 脱 圧 と が 上 記 実 施 例 と 同 様 に し て 行 わ
れ 、 小 麦 粉 １ 内 の 空 気 が 窒 素 ガ ス に 置 換 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 （ Ｃ ） は 、 ガ ス 置 換 が 終 了 し た 小 麦 粉 １ を 取 り 出 す 状 態 を 示 し て い る 。 す な わ ち 、 放 出
管 １ ０ の 接 手 部 材 ３ ４ が 後 退 し て 小 麦 粉 １ の 受 け ダ ク ト ３ ５ が 計 量 穴 ２ ０ の 真 下 に 待 機 し
、 そ の 状 態 に お い て 出 口 側 回 転 盤 ２ ３ だ け が 回 転 し て 、 そ の 出 口 穴 ２ ９ が 計 量 穴 ２ ０ に 合
致 す る 。 こ の 状 態 で 小 麦 粉 １ は 受 け ダ ク ト ３ ５ か ら 袋 ３ ６ 内 に 充 填 さ れ る 。 な お 、 こ の よ
う に 袋 ３ ６ 内 に 小 麦 粉 １ が 移 さ れ る 過 渡 期 に 空 気 が 混 入 す る こ と を 防 止 す る た め に 、 必 要
で あ れ ば 、 供 給 管 ９ か ら 窒 素 ガ ス を 送 り 続 け る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 袋 ３ ６ は 、 後 述 の
ヒ ー ト シ ー ル を 行 う た め に 、 合 成 樹 脂 や 合 成 樹 脂 ラ ミ ネ ー ト 紙 か ら 形 成 さ れ た も の が 用 い
ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ９ は 、 袋 ３ ６ を シ ー ル す る 装 置 の 一 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 出 口 側 回 転 板 ２ ３ の 出 口
穴 ２ ９ の 真 下 に ケ ー シ ン グ ３ ７ が 待 機 さ せ て あ る 。 こ の ケ ー シ ン グ ３ ７ の 上 縁 に ゴ ム 等 で
作 ら れ た 気 密 保 持 用 の シ ー ル ３ ８ が 取 り 付 け ら れ 、 こ の シ ー ル ３ ８ が 出 口 側 回 転 板 ２ ３ の
下 面 に 密 着 で き る よ う に な っ て い る 。 ケ ー シ ン グ ３ ７ 内 に は 上 記 袋 ３ ６ が 開 口 し た 状 態 で
入 れ て あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 上 記 ケ ー シ ン グ ３ ７ に は 、 ケ ー シ ン グ ３ ７ 内 部 に 存 在 す る 袋 ３ ６ の 上 部 開 口 を ヒ ー ト シ
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ー ル す る た め の ヒ ー ト シ ー ラ ー ３ ９ が 設 け ら れ て い る 。 こ の ヒ ー ト シ ー ラ ー ３ ９ は 、 ケ ー
シ ン グ ３ ７ の 上 部 寄 り の 空 間 に 相 対 向 す る よ う に 突 出 し 、 ケ ー シ ン グ ３ ７ の 内 部 に 進 退 す
る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 ケ ー シ ン グ ３ ７ に は 、 窒 素 ガ ス の 送 給 パ イ プ ４ ０ と 送 出 パ イ
プ ４ １ が 接 続 さ れ 、 ケ ー シ ン グ ３ ７ 内 を 窒 素 ガ ス 雰 囲 気 に す る よ う に な っ て い る 。 そ れ 以
外 は 、 上 記 実 施 例 と 同 様 で あ り 、 同 様 の 部 分 に は 同 じ 符 号 を 付 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 袋 ３ ６ 内 に 小 麦 粉 １ が 充 填 さ れ る と 、 送 給 パ イ プ ４ ０ か ら の 窒 素 ガ ス の 導 入 を 続 け て ケ
ー シ ン グ ３ ７ の 内 部 空 間 に 空 気 が 侵 入 す る の を 防 止 し た 状 態 で 、 上 記 ヒ ー ト シ ー ラ ー ３ ９
を ケ ー シ ン グ ３ ７ の 内 部 に 押 し 込 む こ と が 行 わ れ る 。 そ し て 、 ヒ ー ト シ ー ラ ー ３ ９ に よ り
袋 ３ ６ の 上 部 を 挟 ん で 突 き 合 わ せ 、 そ の 挟 持 部 分 を 加 熱 す る こ と に よ り 、 図 ９ に ２ 点 鎖 線
で 示 す よ う に 、 袋 ３ ６ の 上 部 開 口 を 熱 シ ー ル で 封 止 す る こ と が 行 わ れ る 。 こ の よ う に ケ ー
シ ン グ ３ ７ 内 を 窒 素 ガ ス 雰 囲 気 に し た ま ま ヒ ー ト シ ー ル を 行 う こ と に よ り 、 窒 素 ガ ス に 置
換 さ れ た 小 麦 粉 １ 内 に 空 気 が 混 入 す る こ と が 完 全 に 防 止 で き 、 ガ ス 置 換 が 一 層 高 レ ベ ル で
行 わ れ る 。 そ れ 以 外 は 、 上 記 実 施 例 と 同 様 の 作 用 効 果 を 奏 す る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 １ ０ お よ び 図 １ １ は 、 本 発 明 の 粉 粒 状 物 に 対 す る ガ ス 置 換 方 法 の 第 ３ の 実 施 例 を 示 す
も の で 、 各 図 は 本 発 明 の 方 法 を 実 施 す る ガ ス 置 換 装 置 お よ び ガ ス 置 換 後 の 小 麦 粉 １ を 計 量
す る 計 量 装 置 の 構 造 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 １ ０ は 、 概 念 的 な 分 解 斜 視 図 、 図 １ １ は 、 断 面 図 で あ る 。 ガ ス 置 換 装 置 そ の も の は 、
置 換 室 パ イ プ ４ ５ や 接 手 部 材 ３ ４ を 除 く 部 分 は 、 図 ８ に 示 し た 実 施 例 と 同 様 で あ り 、 同 様
の 部 分 に は 同 じ 符 号 を 付 し て い る 。 上 記 置 換 室 パ イ プ ４ ５ は 、 上 記 筒 状 の 密 閉 容 器 ２ に 相
当 す る も の で 、 装 置 の 静 止 部 材 ４ ６ に 結 合 さ れ て い る 。 置 換 室 パ イ プ ４ ５ 内 に は 、 小 麦 粉
１ が 充 填 さ れ て お り 、 そ の 量 は 、 複 数 の 袋 ３ ６ に 充 填 で き 、 し か も 、 ガ ス 置 換 可 能 な 範 囲
内 で 大 量 に 充 填 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 接 手 部 材 ３ ４ は 、 出 口 側 回 転 板 ２ ３ の 外 周 面 に 合
致 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 上 記 ガ ス 置 換 装 置 に 計 量 装 置 ４ ７ が 組 み 付 け ら れ て い る 。 こ の 計 量 装 置 ４ ７ は 、 回 転 軸
４ ８ を 中 心 に し て 回 転 す る 計 量 回 転 板 ４ ９ に 複 数 の 計 量 穴 ５ ０ が １ 円 周 上 に 設 け ら れ 、 こ
れ ら の 計 量 穴 ５ ０ を 開 閉 す る 第 １ 回 転 板 ５ １ と 第 ２ 回 転 板 ５ ２ が 設 け ら れ て い る 。 上 記 計
量 穴 ５ ０ は 、 小 麦 粉 １ を 所 定 の 量 に 計 量 で き る よ う に 所 定 の 容 積 に 設 定 さ れ 、 複 数 の 計 量
量 を 得 る た め に 計 量 穴 ５ ０ の 大 き さ を 変 え る こ と が で き る 。 上 記 両 回 転 板 ５ １ ， ５ ２ は そ
れ ぞ れ 回 転 軸 ５ ３ ， ５ ４ に 支 持 さ れ て 回 転 す る よ う に な っ て い る 。 第 １ 回 転 板 ５ １ の 上 面
は 、 ガ ス 置 換 装 置 の 出 口 側 回 転 板 ２ ３ の 下 面 に 密 着 し て い る と と も に 、 そ の 下 面 は 計 量 回
転 板 ４ ９ の 上 面 に 密 着 し た 状 態 で 回 転 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 第 １ 回 転 板 ５ １ に は 、 小 麦 粉 １ を 計 量 穴 ５ ０ に 導 く 導 入 穴 ５ ５ が 、 第 １ 回 転 板 ５ １ を 貫
通 し た 状 態 で 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ２ 回 転 板 ５ ２ に は 、 計 量 さ れ た 計 量 穴 ５ ０ 内 の 小
麦 粉 １ を 受 け ダ ク ト ３ ５ へ 送 り 出 す 送 出 穴 ５ ６ が 、 第 ２ 回 転 板 ５ ２ を 貫 通 し た 状 態 で 形 成
さ れ て い る 。 上 記 回 転 軸 ２ ５ ， ５ ３ ， ５ ４ は 同 軸 上 に 配 置 さ れ 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 出
口 穴 ２ ９ と 導 入 穴 ５ ５ と 送 出 穴 ５ ６ は 同 じ 直 径 と さ れ 、 同 一 円 周 上 に 設 け ら れ て い る 。 ま
た 、 後 述 の よ う に 、 導 入 穴 ５ ５ と 送 出 穴 ５ ６ は 、 第 １ 回 転 板 ５ １ と 第 ２ 回 転 板 ５ ２ が 回 転
す る こ と に よ っ て 、 計 量 回 転 板 ４ ９ の 計 量 穴 ５ ０ に 合 致 で き る 箇 所 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 上 記 計 量 装 置 ４ ７ の 動 作 を 説 明 す る 。 図 １ １ は 、 ガ ス 置 換 装 置 が 窒 素 ガ ス の 昇 圧 と 脱 圧
を 繰 り 返 し て ガ ス 置 換 動 作 を し て い る 状 態 を 示 す 。 そ し て 、 計 量 装 置 ４ ７ は 、 計 量 穴 ５ ０
の 上 下 い ず れ を も 閉 じ て い る 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 上 記 ガ ス 置 換 が 終 了 す る と 、 接 手 部 材 ３ ４ が 出 口 側 回 転 板 ２ ３ か ら 離 れ 、 つ い で 出 口 側
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回 転 板 ２ ３ と 第 １ 回 転 板 ５ １ と が 共 に 回 転 し て 、 出 口 穴 ２ ９ と 導 入 穴 ５ ５ と が 合 致 し た ま
ま 置 換 室 パ イ プ ４ ５ に 連 通 す る 。 こ れ に よ り 、 小 麦 粉 １ は 計 量 穴 ５ ０ 内 に 充 満 し 、 そ の 状
態 で 第 １ 回 転 板 ５ １ が 回 転 し て 計 量 穴 ５ ０ を 閉 じ る と 、 小 麦 粉 １ が 計 量 穴 ５ ０ に 封 じ 込 ま
れ て 計 量 さ れ る 。 そ の 後 、 第 ２ 回 転 板 ５ ２ が 回 転 し て 計 量 穴 ５ ０ に 送 出 穴 ５ ６ が 合 致 す る
と 、 小 麦 粉 １ は 受 け ダ ク ト ３ ５ を 経 て 袋 ３ ６ 内 に 充 填 さ れ る 。 最 後 に 袋 ３ ６ は 、 ヒ ー ト シ
ー ラ ー （ 例 え ば 、 図 ９ に 示 す よ う な ヒ ー ト シ ー ラ ー ３ ９ ） で シ ー ル さ れ て 空 気 の 侵 入 が 遮
断 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 上 記 構 成 に よ り 、 窒 素 ガ ス に 置 換 さ れ た 小 麦 粉 １ が 、 計 量 装 置 ４ ７ に お い て 連 続 的 に 計
量 さ れ る の で 、 空 気 が 侵 入 で き な い 状 態 で 計 量 を す る こ と が で き る 。 ま た 、 ガ ス 置 換 装 置
と 計 量 装 置 ４ ７ と が 一 体 的 に 形 成 で き る の で 、 装 置 全 体 が コ ン パ ク ト に な り 原 価 低 減 の 面
に お い て も 有 利 で あ る 。 そ れ 以 外 は 、 上 記 各 実 施 例 と 同 様 の 作 用 効 果 を 奏 す る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 １ ２ お よ び 図 １ ３ は 、 本 発 明 の 粉 粒 状 物 に 対 す る ガ ス 置 換 方 法 の 第 ４ の 実 施 例 を 示 す
も の で 、 各 図 は 本 発 明 の 方 法 を 実 施 す る ガ ス 置 換 装 置 の 構 造 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の 実 施 例 は 、 回 転 テ ー ブ ル 式 の ガ ス 置 換 装 置 の 場 合 で あ る 。 図 １ ２ は 、 同 装 置 の 平 面
図 、 図 １ ３ は 工 程 順 序 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 工 程 （ Ａ ） は 、 回 転 テ ー ブ ル ４ ２ 上 に 載 置 さ
れ た 上 記 密 閉 容 器 ２ に 相 当 す る ケ ー シ ン グ ３ ７ 内 に 袋 ３ ６ が 挿 入 さ れ る 工 程 で あ る 。 そ れ
か ら 回 転 テ ー ブ ル ４ ２ が 時 計 方 向 に 所 定 角 度 回 転 し て 工 程 （ Ｂ ） の 位 置 に 停 止 し 、 袋 ３ ６
に 小 麦 粉 １ が 充 填 さ れ る 。 工 程 （ Ｂ ） で は 、 図 １ ３ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 袋 ３ ６ の 開 口 を
広 げ る 開 口 器 ４ ３ が 動 作 し て い る 。 そ の 後 、 各 工 程 毎 に 回 転 テ ー ブ ル ４ ２ が 所 定 角 度 回 転
し て 行 く 。 工 程 （ Ｃ ） で は 、 ケ ー シ ン グ ３ ７ の 上 部 開 口 が 、 供 給 管 ９ と 放 出 管 １ ０ が 開 口
し た 状 態 で 接 合 さ れ た 蓋 部 材 ４ ４ で 閉 じ ら れ 、 ケ ー シ ン グ ３ ７ 内 が 窒 素 ガ ス で 昇 圧 さ れ 、
そ の 後 脱 圧 さ れ て ガ ス 置 換 が 行 わ れ る 。 工 程 （ Ｄ ） に お い て 袋 ３ ６ が ヒ ー ト シ ー ル さ れ る
。 そ し て 、 工 程 （ Ｅ ） で 袋 ３ ６ が 取 り 出 さ れ る 。 な お 、 ケ ー シ ン グ ３ ７ を 回 転 テ ー ブ ル ４
２ 上 に 保 持 す る 方 法 は 種 々 な も の が 採 用 で き る が 、 例 え ば 、 ク ラ ン プ 機 構 （ 図 示 し て い な
い ） で 保 持 す る こ と が で き る 。 そ れ 以 外 は 、 上 記 各 実 施 例 と 同 様 で あ り 、 同 様 の 部 分 に は
同 じ 符 号 を 付 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 上 記 構 成 に よ り 、 回 転 テ ー ブ ル 式 で あ る こ と に よ り 、 例 え ば 、 （ Ａ ） 袋 の 供 給 工 程 ， （
Ｂ ） 小 麦 粉 １ の 充 填 工 程 ， （ Ｃ ） 窒 素 ガ ス の 置 換 工 程 ， （ Ｄ ） シ ー リ ン グ 工 程 ， （ Ｅ ） 袋
３ ６ の 取 り 出 し 工 程 等 の 一 連 の 工 程 を 連 続 的 に 行 う 自 動 ラ イ ン に お い て 、 確 実 な ガ ス 置 換
を 行 う こ と が で き 、 装 置 自 体 が 簡 素 化 し メ ン テ ナ ン ス 周 期 も 長 期 化 す る こ と が で き る 。 ま
た 、 回 転 テ ー ブ ル 式 の 移 動 手 段 の 中 に 、 昇 圧 と 脱 圧 に よ る ガ ス 置 換 工 程 が 組 み 込 ま れ て い
る の で 、 ガ ス 置 換 に 要 す る 時 間 が 短 く て 済 み 、 製 造 タ ク ト タ イ ム の 延 長 も 防 止 さ れ 、 生 産
性 を 低 下 さ せ る こ と が な い た め 、 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 さ ら に 、 上 記 ケ ー シ ン グ ３ ７ 内 に 窒 素 ガ ス を 供 給 す る 箇 所 と 、 ケ ー シ ン グ ３ ７ 内 の ガ ス
を 放 出 す る 箇 所 と を 、 ケ ー シ ン グ ３ ７ の 一 側 に 配 置 し て あ る の で 、 ケ ー シ ン グ ３ ７ の 一 側
か ら 窒 素 ガ ス の 供 給 と 放 出 が 行 え て 、 ガ ス 置 換 装 置 の 配 管 が 行 い や す く な り 、 装 置 の 簡 素
化 が で き る 。 そ れ 以 外 は 、 上 記 各 実 施 例 と 同 様 の 作 用 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 な お 、 上 記 第 ４ の 実 施 例 は 回 転 テ ー ブ ル 式 の ガ ス 置 換 装 置 で あ る が 、 上 記 工 程 （ Ａ ） ～
（ Ｅ ） を 直 線 的 に 移 動 す る コ ン ベ ア （ 図 示 し て い な い ） 上 に ケ ー シ ン グ ３ ７ を 載 置 し て 各
工 程 を 遂 行 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 な お 、 上 記 各 実 施 例 で は 、 容 器 と し て 、 主 に 袋 ３ ６ を 使 用 し た 例 を 示 し た が 、 こ れ に 限
定 す る も の で は な く 、 プ ラ ス チ ッ ク 容 器 や 金 属 容 器 等 を 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 ま た
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、 本 発 明 が 適 用 さ れ る 粉 粒 状 物 と し て は 、 上 記 実 施 例 で は 小 麦 粉 等 の 粉 体 を 例 示 し て 説 明
し た が 、 こ れ に 限 定 す る も の で は な く 、 顆 粒 状 や 繊 維 状 の も の も 本 発 明 の 粉 粒 状 物 に 含 ま
れ る 趣 旨 で あ る 。 ま た 、 食 品 や 薬 剤 ， 化 粧 品 等 の 粉 粒 状 製 品 に 限 定 す る も の で は な く 、 樹
脂 粉 や 金 属 粉 等 の 工 業 基 礎 製 品 や 半 製 品 等 、 お お よ そ 粉 粒 状 を 呈 し た も の で あ れ ば 各 種 の
も の に 適 用 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た よ う に 、 食 品 等 の 粉 粒 状 物 が 酸 化 変 質 す る の を 防 止 す る た め の ガ ス
置 換 に 適 用 す る こ と が で き る が 、 こ れ に 限 定 す る も の で は な く 、 粉 粒 状 物 と 特 定 の ガ ス と
の 反 応 を 促 進 さ せ る た め の ガ ス 置 換 に 適 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の ガ ス 置 換 方 法 の 一 実 施 例 を 示 す シ ス テ ム 図 と 密 閉 容 器 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の ガ ス 置 換 方 法 の 一 実 施 例 を 示 す シ ス テ ム 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 小 麦 粉 中 の ガ ス 置 換 結 果 を 示 す 表 で あ る 。
【 図 ４ 】 昇 圧 値 毎 の パ ー ジ 回 数 と 酸 素 濃 度 と の 関 係 を 示 す 線 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 小 麦 粉 の 充 填 量 毎 の パ ー ジ 回 数 と 酸 素 濃 度 と の 関 係 を 示 す 線 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 比 較 実 験 例 の 結 果 を 示 す 表 で あ る 。
【 図 ７ 】 ガ ス 置 換 装 置 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の も の の 動 作 を 段 階 的 に 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 袋 の シ ー ル 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 ガ ス 置 換 装 置 と 計 量 装 置 と の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ の も の の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 回 転 テ ー ブ ル 式 の ガ ス 置 換 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ の ガ ス 置 換 装 置 の 工 程 を 順 次 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 　 １ 　 　 　 小 麦 粉
　 　 ２ 　 　 　 密 閉 容 器
　 　 ３ 　 　 　 上 蓋
　 　 ４ 　 　 　 下 蓋
　 　 ５ 　 　 　 フ ィ ル タ
　 　 ６ 　 　 　 拡 散 室
　 　 ７ 　 　 　 フ ィ ル タ
　 　 ８ 　 　 　 拡 散 室
　 　 ９ 　 　 　 供 給 管
　 １ ０ 　 　 　 放 出 管
　 １ １ 　 　 　 ガ ス 供 給 設 備
　 １ ２ 　 　 　 窒 素 ガ ス ボ ン ベ
　 １ ３ 　 　 　 圧 力 調 整 器
　 １ ４ 　 　 　 入 口 開 閉 弁
　 １ ５ 　 　 　 圧 力 計
　 １ ６ 　 　 　 抽 出 口
　 １ ７ 　 　 　 出 口 開 閉 弁
　 １ ８ 　 　 　 制 御 装 置
　 １ ９ 　 　 　 計 量 円 盤
　 ２ ０ 　 　 　 計 量 穴
　 ２ １ 　 　 　 回 転 軸
　 ２ ２ 　 　 　 入 口 側 回 転 板
　 ２ ３ 　 　 　 出 口 側 回 転 板
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　 ２ ４ 　 　 　 回 転 軸
　 ２ ５ 　 　 　 回 転 軸
　 ２ ６ 　 　 　 入 口 穴
　 ２ ７ 　 　 　 供 給 穴
　 ２ ８ 　 　 　 フ ィ ル タ
　 ２ ９ 　 　 　 出 口 穴
　 ３ ０ 　 　 　 放 出 穴
　 ３ １ 　 　 　 フ ィ ル タ
　 ３ ２ 　 　 　 供 給 管
　 ３ ３ 　 　 　 接 手 部 材
　 ３ ４ 　 　 　 接 手 部 材
　 ３ ５ 　 　 　 受 け ダ ク ト
　 ３ ６ 　 　 　 袋
　 ３ ７ 　 　 　 ケ ー シ ン グ
　 ３ ８ 　 　 　 シ ー ル
　 ３ ９ 　 　 　 ヒ ー ト シ ー ラ ー
　 ４ ０ 　 　 　 送 給 パ イ プ
　 ４ １ 　 　 　 送 出 パ イ プ
　 ４ ２ 　 　 　 回 転 テ ー ブ ル
　 ４ ３ 　 　 　 開 口 器
　 ４ ４ 　 　 　 蓋 部 材
　 ４ ５ 　 　 　 置 換 室 パ イ プ
　 ４ ６ 　 　 　 静 止 部 材
　 ４ ７ 　 　 　 計 量 装 置
　 ４ ８ 　 　 　 回 転 軸
　 ４ ９ 　 　 　 計 量 回 転 板
　 ５ ０ 　 　 　 計 量 穴
　 ５ １ 　 　 　 第 １ 回 転 板
　 ５ ２ 　 　 　 第 ２ 回 転 板
　 ５ ３ 　 　 　 回 転 軸
　 ５ ４ 　 　 　 回 転 軸
　 ５ ５ 　 　 　 導 入 穴
　 ５ ６ 　 　 　 送 出 穴

10

20

30

(12) JP 2005-298041 A 2005.10.27



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】

(16) JP 2005-298041 A 2005.10.27



フロントページの続き

(72)発明者  博多　葉子
            大阪府堺市築港新町２丁６番地４０　エア・ウォーター株式会社堺事業所内
(72)発明者  平井　靖夫
            大阪府堺市築港新町２丁６番地４０　エア・ウォーター株式会社堺事業所内
(72)発明者  安野　亮
            愛知県名古屋市緑区大高町大山根１４番地　東海エア・ウォーター株式会社本社内
Ｆターム(参考) 3E053 AA06  BA04  DA03  FA01  JA01 

(17) JP 2005-298041 A 2005.10.27


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

